よかった……。ジェフ、モノトリーはどうやら敵だ。ポーラを人質に捕られた……」
「なんだって!じやあ、モノトリーはギーグの手先なのかい?」
「まだわからないけど、とにかくモノトリービルへ行ってポーラを助けなきゃ!」
◆アイテムリストから『いのちのうどん』を消して…256
256へ
145
トラベリング・バスは、スリークの街に着いた
「とりあえずここでお別れだ。この街は暗いムードだけど、明るい気持ちで頑張りな」
トンズラさんたちは、そう言ってぼくたちを降ろし、別の街目ざしてバスを走らせた。
「なんでも街中にゾンビがはびこっていて、それで暗いんですって」
どこから情報を入手したのか、ポーラが街の事情を教えてくれる。
ゾンビ……生けるしかばねが街にはびこっていれば、そりや街も暗くなるわけだ。
「とにかく、今日はもうホテルに入って休もう」
ぼくたちは適当なホテルに入って休むことに。フロントから、パパに電話をかけると、「1
00ドル振り込んでおいた」とのこと。ありがとう、パパ。ぼくたちはフロントに2人分の
宿泊料金80ドルを払って部屋をとり、その日はゆっくり休んだ。
〓237ヘ

